
Information
インフォメーション

 

建設業界 502018.7

新刊紹介

　建築主が入居後に最も嫌う現象のひ
とつに雨漏りがある。（財）住宅保証
機構（現・（一財）住宅保証支援機構）
の補償状況をみると、全体の約85％
が屋根・壁・防水の雨漏り関連で、雨
漏りの補償件数では外壁が圧倒的に多
く、次いで屋根となっている。雨漏り
は、屋根から雨漏りしているのではな
いかという印象があるが、補償件数は
屋根よりも外壁が多いという。
　雨漏りを修理する場合に、雨水の浸
出口は雨漏り現象としてあきらかだが、
雨水の浸入口をすべて見つけなければ
ならない。しかし、雨水の全浸入口を
的確に見つけ、適切に補修することは
なかなか大変なことである。
　そこで本書は、雨漏りの原因究明・
補修工事に携わっている関係者で構成
される特定非営利活動法人（NPO法

人）「雨漏り診断士協会」「雨漏りネッ
トワーク」所属メンバーから提供され
た雨漏り事例をもとに、雨漏りの原因
究明が難しい雨水浸入口別に分類し、
対策を紹介している。
　二部構成のうち、第一部で雨漏りに
関する基礎知識を解説し、第二部では
雨漏りの多い「屋根・軒先」「壁」「バ
ルコニー」の三部位ごとに実際の事例
を選別して、対象物件の概要、原因調
査・特定、対策などを記したヒアリン
グシートと一緒に現場写真や図を掲載
してわかりやすく説明している。
　イチから経験していたら数十年かか
るノウハウがぎっしり詰め込まれてい
る本書を手に取って雨漏りに立ち向か
っていただきたいと思うのだがいかが
だろうか。
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